
5月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：どなたでも利用できます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 
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図書館だより 

①中村圭介著『成果主義の真実』東洋経済新報社（vi+236頁,B6判） 
成果主義をめぐる議論は、現在小休止の感があるが、ホットイシューではある。人事管理全般に影響を及ぼ
すからである。現場の制度・運用実態を丹念に聴取した本書は、成果主義信奉あるいは排斥の段階から、制
度設計・導入の段階にきていることを端的に示すとともに、著者自身の斬新な人事管理構想も披露している。 

④河野正輝著『社会福祉法の新展開』有斐閣（viii+286頁,A5判） 
2005年、障害者自立支援法が成立し、障害者福祉をめぐる状況も変わりつつある。本書は、障害者自立支援
の理念と問題点、「自立＝自己決定」支援のための利用者の権利を検討するとともに、大きく社会保障法の
中での権利についての課題も分析されている。障害者問題は、市場での解決が不可能な問題だからである。 

②嵩さやか著『年金制度と国家の役割』東京大学出版会（viii+338頁,A5判） 
年金制度の状況変化を経済学的に分析した書物は数多いが、法理念や原理を検討した書は稀である。若き社
会保障法研究者による、英仏との比較法的研究に基づく本書は、年金制度を国家の役割から分析したスケー
ルの大きい意欲作である。残された課題とした、強制と自由との相克、等についても、鋭利な分析が望まれる。 

⑤佐藤彰男著『テレワークの社会学的研究』御茶の水書房（x+259頁,A5判） 
将来の働き方と喧伝されたテレワークも出現から20年、予想に反しその従事者は少ない。出現した当初は過
大な期待が抱かれるが、次第に初期の期待はしぼんでくるのが常である。本書は、テレワークの実像を明ら
かにし、その影響力を検討しているが、社会の均衡発展のため、その可能性が見直されることを期待したい。 

③渡辺賢著『公務員労働基本権の再構築』北海道大学出版会（xii+335+4頁,A5判） 
公務員の労働基本権研究は、労働法研究の重要な一角を占めてきたが、いつのまにか下火になってしまった。
公務員の労働基本権は、私企業と同等な権利であるとする学説と、私企業とは異なるとする判例との乖離が
続いてきたが、本書は、公務員の基本権は政府の決定権限をチェックする手続との視点から再検討している。 

⑥櫻木晃裕編著『女性の仕事環境とキャリア形成』税務経理協会（2+5+266頁,A5判） 
雇用者総数に占める女性の割合は４割を超え、就業者の中での雇用者割合も男性同様８割以上に達している
現在も、女性雇用問題解決の重要性は少しも減じていない。企業と女性雇用者が満足する仕事環境はどうあ
るべきか。女性のキャリアやストレス等の課題を分析、浜松市の男女共同参画に関する調査も紹介している。 

⑦野村真理他編『地域統合と人的移動』御茶の水書房（ix+329頁,A5） 
⑧香川孝三著『ベトナムの労働・法と文化』信山社（vi+262頁,B6判） 
⑨山口道宏著『男性ヘルパーという仕事』現代書館（197頁,B6判） 
⑩安立正樹著『高齢社会と福祉社会』高菅出版（v+206頁,B6判） 
⑪宣在源著『近代朝鮮の雇用システムと』東京大学出版会（viii+190頁,A5判） 

⑫戸塚悦郎著『ＩＬＯとジェンダー』日本評論社（300頁,A5判） 
⑬矢田龍生他著『ザ・フィンランド・システム』産業能率大学出版部（viii+208頁,B6判） 
⑭渋谷博史他編『アメリカの年金と医療』日本経済評論社（viii+277頁,A5判） 
⑮日本年金学会編『持続可能な公的年金・企業年金』ぎょうせい（4+iv+269頁,A5判） 
⑯北海道大学労働判例研究会編『職場はどうなる　労働契約法制の課題』明石書店（286頁,A5判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 
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中
央
か
ら
地
方
へ
と
、
「
地
方
」

の
時
代
が
マ
ス
コ
ミ
で
脚
光
を
浴
び

て
い
る
が
、
駅
前
の
商
店
街
で
さ
え
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
な
っ
て
い
る
地

方
も
多
い
と
い
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
、
新
幹
線
網
が
整
備
さ

れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
さ
え
可
能
と
な
っ

て
い
る
の
に
、
地
方
の
時
代
が
こ
な

い
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一

方
、
「
ジ
モ
テ
ィ
」
は
着
実
に
定
着

し
て
い
る
。
銀
座
や
渋
谷
に
も
関
心

は
な
く
地
元
に
自
足
し
て
い
る
人
々

で
あ
る
。
地
元
の
小
中
学
校
の
友
達

と
、
地
元
の
お
祭
り
で
盛
り
上
が
り
、

買
い
物
も
せ
い
ぜ
い
ブ
ロ
ッ
ク
内
で

行
う
人
々
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
地
方

の
時
代
を
謳
歌
し
て
い
る
と
い
う
よ

り
、
西
武
線
沿
線
に
住
ん
で
い
て
も

池
袋
に
も
行
か
な
い
と
い
う
か
ら
、

世
界
の
壁
が
で
き
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
（
三
浦
展
『
下
流
社
会
』
）
。
「
モ

ー
娘
。
」
に
は
関
心
は
な
く
、
専
ら

「
り
ん
ご
娘
」
な
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
自
足
し
て
い
る
人
は
よ
い
が
、

地
方
で
の
生
活
に
不
満
を
持
っ
て
い

る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
格
差
な
き

地
方
の
時
代
を
築
く
た
め
に
は
ま
ず
、

地
方
の
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
び
当
館
で
は
、
地
方
の

時
代
を
少
し
で
も
応
援
す
る
べ
く
、

閲
覧
室
内
に
「
地
方
労
働
情
報
誌
・

紙
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
、

当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

の
「
労
働
図
書
館
」
の
ペ
ー
ジ
の
「
所

蔵
雑
誌
・
紀
要
・
新
聞
リ
ス
ト
」
で

当
館
が
収
集
し
て
い
る
資
料
を
紹
介

し
て
い
る
。
主
に
、
県
の
労
働
関
係

部
局
及
び
地
方
労
働
局
の
資
料
で
あ

る
。
当
館
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係

資
料
を
発
行
し
て
い
る
機
関
か
ら
の

ご
寄
贈
を
お
待
ち
し
て
い
る
。 

  

図
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館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

こ
の
欄
で
何
回
も
ぼ
や
い
て
い
る

の
で
、
耳
障
り
に
な
る
こ
と
を
お
そ

れ
て
い
る
が
、
資
料
の
不
明
化
は
、

図
書
館
に
お
け
る
最
大
の
悩
み
の
一

つ
で
あ
る
。
当
館
で
は
長
ら
く
蔵
書

点
検
を
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、

意
を
決
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
６
月
２
６
日
（
月
）
か
ら
３
０

日
（
金
）
の
一
週
間
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
の
期
間
は
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
た
い
。
今
回
は
、
全
面

的
な
蔵
書
点
検
で
は
な
く
、
図
書
Ｉ

Ｄ
の
ふ
ら
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
、

不
明
化
し
や
す
い
資
料
に
焦
点
を
合

せ
た
。
す
な
わ
ち
、
和
洋
一
般
図
書

と
統
計
・
報
告
書
等
で
あ
る
。
ど
の

く
ら
い
の
不
明
率
（
該
当
蔵
書
数
に

占
め
る
、
配
架
も
貸
出
も
さ
れ
て
い

な
い
資
料
の
割
合
）
に
な
る
か
戦
々

恐
々
と
し
て
い
る
。
前
回
の
不
明
率

を
大
幅
に
上
回
っ
た
場
合
（
当
館
で

は
不
明
図
書
の
除
籍
は
し
て
い
な
い

の
で
、
不
明
図
書
数
は
蓄
積
し
て
い

く
）
、
な
ん
ら
か
の
管
理
強
化
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
不
明
資
料
の

回
収
の
努
力
も
必
要
で
あ
る
。
当
館

で
は
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

複
写
枚
数
も
申
告
制
に
し
て
お
り
、

性
善
説
に
た
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

面
が
少
な
く
な
い
。
利
用
者
の
良
心

に
依
存
し
て
い
る
の
だ
が
、
今
の
世

の
中
、
善
意
の
利
用
者
ば
か
り
で
な

く
、
悪
意
の
利
用
者
の
存
在
も
想
定

し
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。
管

理
の
強
化
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
を
大
き
く
上
回
る
場
合
を

除
い
て
、
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意

義
務
を
も
っ
て
公
的
資
産
を
管
理
・

運
営
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
時
代
の
要
請
と
し
て
淡
々

と
取
組
ん
で
い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う

が
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。 


